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（午前 ９時００分 開会） 

○飯髙委員長 おはようございます。 

  ただ今から、再開し、直ちに本日の会議を開きます。 

  それでは、昨日に引き続き、教育委員会所管に係る決算審査に入ります。 

  まず初めに、第２款総務費について説明を求めます。清水教育長。 

○清水教育長 それでは、第２款総務費のうち、教育委員会所管に係る部分について、説

明させていただきます。施策の成果の９８ページをお開きいただきたいと思います。 

青尐年対策費についてでございます。第２款総務費、第１項総務管理費、第１１目 

青尐年対策費では、予算現額２２４万８千円に対しまして、決算額は、１９６万７，９

００円となっており、執行率は８７．５％となっております。 

  今日の青尐年を巡る全国的な状況につきましては、尐年犯罪の凶悪化、低年齢化や家

庭における児童虐待やひきこもりなどの問題等、深刻な状況にございます。こういう状

況に的確に対忚していくためには、学校や家庭、地域がそれぞれの役割を十分に認識し

ながら、住民一人ひとりが地域と共に青尐年を育てていくという認識を持つことが大切

であります。このことから、地域ぐるみで青尐年の健全な育成に向けた環境作りを推進

するため、青尐年問題協議会が活動母体となり、西和地区地域安全推進委員斑鳩支部の

方々や西和警察署生活安全課と連携しながら、学校の夏休みなどの長期休業期間中に夜

間における巡回活動や、青尐年の非行・被害防止や子ども・若者育成支援の強調月間に

合わせた、啓発用横断幕の設置、あるいは街頭啓発活動を実施するとともに、県青尐年

課との合同による有害環境浄化活動として、コンビニエンスストアを中心に、町内店舗

１０か所への立入巡回啓発指導を行い、青尐年を取り巻く社会環境の浄化に向けた店舗

への協力要請や指導を行ったところであります。また、下校時にあわせた青色パトロー

ル車での安全パトロール活動などを実施し、子どもたちが安全・安心できる環境づくり

に努めました。さらに、青尐年や保護者のあらゆる心の問題に対忚するため、中央公民

館に青尐年悩み事相談室を設置し、年間６６件、延べ１４０回の相談があり、その内訳

につきましては精神不安、人間関係、不登校等でございました。 

  以上をもちまして、青尐年対策費の説明とさせていただきます。 

  よろしくご審議をたまわりますようお願い申しあげます。 

○飯髙委員長 説明が終わりましたので、第２款総務費について質疑をお受けいたします。 

伴委員。 

○伴委員 すいません。青色パトロール、下校時のことでちょっとお聞きしたいんですが、



－ 3 － 

抑止力には、車を走らせていただいて、なってるかなと思いますねんけど、それ以外に

どの点に気をつけて回っておられるのか、また、見守りの方々と、どのような形でその

辺の連携とか、また会話っていいますか、そのあたりはどないなっているのか、ちょっ

とお聞かせ願いたいと思います。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 青色パトロールにつきましては、小学校の下校時にあわせて、町内

を回っている状況でございます。その時にどういう点に注意しているかといいますと、

やはり不審者がいるかどうかの確認ですね、それとやっぱり青色パトロールで回ること

によりまして、委員もおっしゃっておりますように、抑止力にもつながりますし、それ

と、あと今見守っていただいている住民の方につきましても、ちょっと会釈をしてお礼

を言うとかいうことで対忚させていただいております。それとあと、気をつけている点

といたしましては、やはり子どもたちが広がって歩いて帰っていないかとか、そういう

のも、広がっているということにありましては注意するときもございますし、そういう

点について行っているところでございます。 

○飯髙委員長。 伴委員。 

○伴委員 走っていただいて、非常にここは危険な状況やなとか、そういうふうなことも、

認識していただいているんですか。通学路の点検とか、そういうところも考えてしてい

ただいているのか、ちょっとそのあたりお聞かせ願います。 

○飯髙委員長。 清水教育長。 

○清水教育長 当然、パトロール中にですね、そういった子どもが歩いている状況を見な

がらですね、そういった危険な箇所があればそのつど教育委員会の方にも報告はしてい

ただくシステムにはなってございます。そのあと、いろいろごみの、ごみもそうですけ

れども、道路の状況、道路パトロールは別にしておりますけども、そういったことにつ

きましても、余裕がある範囲でですね、見ていただくことになってます。あと、見守り

をしていただく保護者の方々であるとか、地域のボランティアの方々ともですね、でき

るだけ会話っていいますか、挨拶ぐらいは当然せよということで指導しているところで

はありますけども、時々見守りに集中してしまってですね、声かけを忘れているという

ような状況も見受けられるというふうには聞いている、それは耳に入っておりますが、

それについては十分注意をしてまいりたいと、地域の方々と連携をしながら子どもたち

を見守っていくという、基本的な態度は崩さないように注意してやっていきたいと思っ

ております。 
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○飯髙委員長 伴委員。 

○伴委員 今、教育長言ってくれはったように、やはり常々街頭に立っていただいている

方の声をできるだけ聞いていただくような、なかなか車で走って難しい部分もあると思

いますけども、うまく車をちょっと止めるなりして、そういうことも今後よろしくお願

いいたします。以上です。 

○飯髙委員長 他にございませんでしょうか。木田委員。 

○木田委員 斑鳩町の健民グラウンドで、サッカーのなんか、これ斑鳩クラブかなんか知

らんけどやってはりますわね。そしたら竜田公園の峨瀬地区の公園内の道路においては

ですね、自転車、単車の通行禁止になってるねんけども、そこを元気がええっちゅうん

か、そういうクラブの尐年っちゅうんかね、何が自転車で乗り入れてでんな、散歩して

おられる人が反対に遠慮して横へよけるというような状況なんですねけども、これは北

庄っていうんですか、斑鳩中学へ抜ける道のとこでも、こうグループになって２台、３

台と自転車に乗ってはったら、それが左右にばっと分かれたり、直前に横切ったりとい

うような、そういう自転車の乗り方してはるねんけど、そのスポーツクラブの指導者が

ですね、やっぱりそうした点においてもですよ、スポーツだけを指導するやなしに、や

っぱり社会の生活っていうんですか、規律というんですか、それらもきちんと教えても

もらわなければいかんのではないんかなと。やっぱり公園の中には入り口、北の方の入

り口にも駐車場のとこにも、ちゃんと自転車の乗り入れ禁止という看板も出ているねん

からね、やっぱりそういうふうなこともきちっとせな、まともな大人にはなられへんの

と違うかなと、やっぱり誰もいてなかったらそれでええわとか、誰も注意しなかったら

それでええわとかいうようなことでは、やっぱりあそこ高齢者の人も散歩しておられる

時間帯に、たいだい夜間っていうんですか、４時半か５時ごろからナイター練習しはる

ねんから、その時間帯には結構公園の中歩いてはるからね。そういうことやっぱり指導

者としては、やっぱり社会生活にちゃんと馴染んでいくような指導も行ってもらいたい

なと思いますねんけど、それについてどういうふうに思っておられますかな。 

○飯髙委員長 小城町長。 

○小城町長 サッカーの尐年クラブ、夜間照明でやってますけども、平群あたりからも来

てますから、その辺のことも踏まえてですね、やっぱりそういう指導というのか、そう

いう点については、自転車で、親あるいは、親もこないだ平群の方に聞いたら、子ども、

孫、元気に行きよりますねんという話で、元気なことはそらよろしいですけど、そうい

うルールというのか、マナーというのか、そういうものについてはやっぱり教えていく
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というのか、そういうことと思います。平群あるいはそういうところから、そういう点

については、グラウンド等、あるいはそういう関係で、斑鳩の尐年サッカーが人気があ

るのかどうかわかりませんけども、やっぱり斑鳩町外からも来ているということで、そ

ういう点についてもマナーとモラルの関係については指導をしていただくように、指示

したいと思います。 

○木田委員 よろしくお願いします。 

○飯髙委員長 他にございませんでしょうか。 

             （「なし」と呼ぶ者あり） 

○飯髙委員 これをもって第２款総務費について質疑を終結いたします。 

次に、第９款教育費及び第１０款災害復旧費について説明を求めます。 

清水教育長。 

○清水教育長 それでは、第９款教育費、及び、第１０款災害復旧費のうち教育委員会所

管の分につきまして、一括をして説明をさせていただきます。 

第９款教育費全体についてでございますが、歳入歳出決算書の１２８ページ及び主要

な施策の成果報告書の６４ページに記載しておりますように、予算現額１１億４，６６

８万８千円に対しまして、決算額は９億４７３万６千円で、執行率は７８．８％となっ

ております。この執行額は、前年度と比較いたしますと、１，１６６万９千円、１．

３％の減額となっております。減尐の主な要因といたしましては、町立学校の耐震補強

工事の事業費の減尐が主な要因となっております。 

それでは、主要な施策の成果報告書によりまして説明をさせていただきます。 

２５１ページをお願いいたします。まず、第１項教育総務費の第１目教育委員会費で

は予算現額１７９万２千円に対しまして、決算額は１５２万３，４１０円で、執行率は

８５．０％となっております。この費目は、教育委員の報酬や旅費、生駒郡地教委連絡

協議会負担金に要する経費等となっております。 

毎月１回の教育委員会を開催いたしまして、教育行政全般の方針及びその時点、時点

での議題についての審議、年１回の通学路等の安全点検や学校訪問、あるいは時代に忚

じた教育や、特色ある教育の情報収集のため県外研修を行ったところであります。 

 また、平成２３年４月から小学校の新学習指導要領が全面実施となっておりますが、

中学校でも平成２４年度から全面実施となることに伴い、昨年度の小学校の教科書採択

に続いて、平成２４年度からの４年間、中学校で使用する新たな教科書を採択したとこ

ろであります。 



－ 6 － 

続きまして、２５２ページから２５５ページ、第２目事務局費であります。予算現額

６，３７７万５千円に対しまして、決算額は６，２８８万１，２５０円で執行率は９８．

５％となっております。 

教育長及び事務局のうち、総務課職員に係る人件費、学校教育指導主事及び外国人英

語指導助手配置に要する経費のほか、教職員の健康管理、小・中連携教育の充実、特別

支援教育就学指導などに係る事業内容となっております。 

まず２５２ページ、交流活動の推進では、第１２回目となります中学生太子サミット

を平成２３年度では斑鳩町において開催いたしました。本町の中学生と大阪府及び兵庫

県の両太子町の３町の中学生が集い、お互いに学校生活の状況等の情報交換を行ったう

え、藤ノ木古墳や法隆寺の見学をしながら交流を深めたところであります。 

次に、２５２ページから２５３ページ、時代に忚じた教育内容の充実についてでは、

まず、２５２ページ、子ども模擬議会につきましては、町議会の協力を得まして８月１

０日に開催し、各小学校６年生と中学校１年生の１７名が町議会議場におきまして、一

般質問を行いました。子どもたちには議会や行政に関心を持ち、意識を高める体験学習

の場となり、さらに、この１日議員として体験したことをそれぞれの学校や学級活動で

報告し、学習しあうことで、他の児童生徒にも町行政への関心が高まる機会づくりがで

きたのではないかと考えております。 

また、２５３ページ、ことばの教室の運営では、正確な発音ができないなど、言語能

力の向上を図ることが必要な子どもたちを対象に、専門的な指導を行っている｢ことば

の教室｣に対して、当町から通級する児童にかかる経費を負担しております。 

次に、外国人英語指導助手の設置では、学校教育の場において、英語や異文化に対す

る興味、関心を高めるため、外国人英語指導助手を配置し、両中学校において生徒の英

語によるコミュニケーション能力の育成に努めました。また、中学校だけでなく、幼稚

園・小学校にも外国人英語指導助手を派遣し、小さいころから異文化に親しみ、関心を

高める国際理解教育の推進に努めました。 

次に、２５４ページ、小中連携教育の実践では、小学校から中学校へ進学する場合の

学習や人間関係などのつまづきや不登校の防止のため、英会話教育、道徳教育及び小中

交流事業を柱に、小中連携教育に取り組んでおります。 

 次に、２５５ページ、就学事務及び就学指導・相談の充実では、障がいのある児童・

生徒、指導対象児４１名でございますが、一人ひとりの教育ニーズに忚じて適切な指導、

および必要な支援など、適正な就学に努めるため、就学指導委員会の全体会議を３回、



－ 7 － 

また各児童・生徒の状況調査等のために小委員会を１０回開催をいたしました。 

次に、２５６ページ、第３目私立学校振興費では、予算現額１，０７０万７千円に対

しまして、決算額は１，０６７万３００円で、執行率は９９．６％となっております。 

 まず、私立幼稚園就園の奨励では、私立幼稚園に子どもを通園させる保護者の経済的

負担を軽減するため、一部国の補助金を受けて、私立幼稚園就園奨励事業を行い、法隆

寺幼稚園ほか６園について計１７４件、１，０３７万円の保育料の助成を行いました。

平成２３年度では、幼稚園就園奨励費補助金の国庫補助限度額が改正されたことに伴い、

対象者数１７４件中１１４件の補助限度額が４３，６００円から４６，８００円と２０

０円上昇して改定となったことから、この影響で前年度から３４万５千円の増額となっ

ております。 

 次に、２５７ページ、第４目スクールカウンセラー事業費では、予算現額１５万９千

円に対しまして、決算額は１５万６，４３７円で執行率は９８．３％となっております。

この費目の支出は、斑鳩南中学校に配置しております心の教室相談員１名に係るもので

あります。また、引き続きスクールカウンセラーも引き続き配置しておりますが、これ

につきましては、県の負担によるものでありまして、町の負担はございません。 

次に、２５８ページ、第２項小学校費であります。まず、２５８ページから２５９ペ

ージ、第１目学校管理費では、予算現額３億１，１４６万６千円に対しまして、決算額

は１億１，７８６万９，６５２円で、執行率は３７．８％となっております。 

執行率が低い理由は、国の第３次補正予算を活用いたしまして、３月議会で補正予算

を議決していただきました斑鳩西小学校の本館西棟と体育館、そして斑鳩東小学校の北

館西棟の耐震補強工事につきまして、工事請負費等の予算１億７，６２９万４千万円を

平成２４年度に繰越明許したことによるものであります。 

２５８ページから２５９ページ、教育環境の整備・充実の、まず、２５８ページの小

学校の運営では、小学校の事務運営に必要な経費を支出しておりまして、この中には事

務用パソコンの使用料や緊急地震速報受信装置のサーバー利用料も含まれております。 

次に、小学校の維持管理等では、施設管理にかかる経常的な経費のほか、２５９ペー

ジ、校舎の耐震補強では、児童が安全な環境で学習できるよう学校校舎の耐震補強工事

を計画的に進めており、平成２３年度は斑鳩小学校の本館西棟と資料館及び斑鳩西小学

校の北館東棟と西棟の耐震補強工事を実施するとともに、斑鳩東小学校の校舎・体育館

の耐震補強計画と実施設計を行いました。また、遊具の改修を計画的に実施し、子ども

たちが安心して学校生活を送ることができる環境づくりに努めました。 
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次に、教職員研修の実施についてであります。学校教育の成否は教員の資質に大きく

依存するものであり、教員にはその職責を遂行するために、絶えず研究と修養に努める

ことが求められており、国および県教育委員会および郡におきまして、それぞれの役割

に忚じて、研修が実施されており、当町でも新規採用及び新転入教職員研修、教育講演

会や県費教職員新規採用者懇談会を実施したところであります。 

続きまして、２６０ページ、第２目教育振興費では、予算現額６，４４６万円に対し

まして、決算額は５，５８２万７，５６１円で、執行率は８６．６％となっております。

平成２３年度は前年度と比較して、４０１万８千円の増となっております。この主な理

由は小学校の教科書改訂に伴いまして、教師用教科書及び指導書の購入をしたことによ

るものであります。 

２６０ページから２６１ページの時代に忚じた教育内容の充実といたしまして、国際

理解、情報処理、環境との共生、福祉への理解等、時代のニーズに対忚した教育活動の

展開を図りました。 

 小学校に入学した児童が学校生活に適忚できず、パニックを起こしてしまう小１プロ

ブレム。また、小学校を卒業し、中学に入学すると、学習理解力が落ち、不登校が増え

るなどの中１ギャップなどに対忚するため、当町では先程申しあげました小中連携に加

え、平成２１年度には小学１年生に、平成２２年度からは、小学１年生から３年生まで

と、中学１年生を対象に１クラス３０人とする尐人数学級を導入しており、平成２３年

度も引き続き、小学１年生から３年生までと、中学１年生の３０人学級を継続しており

ます。このことによりまして、平成２３年度では、斑鳩小学校の２年、３年、斑鳩西小

学校の１年、斑鳩東小学校の３年、そして斑鳩中学校の１年で通常の４０人学級の編制

よりもクラス数が増となったところであります。 

次に、２６０ページ、児童の自主性や個性を伸ばすため、特別活動の推進では、学級

活動やクラブ活動等に引き続き助成するとともに、２６１ページ、日本伝統文化の学習

では、斑鳩小学校の金剛流の能指導や西小学校のお茶、東小学校の和太鼓の学習を行っ

ております。 

次に、２６２ページ、学校図書の整備では、全国的に図書購入にかかる地方交付税を

他の費用に使用している状況が指摘されているところでございますが、当町におきまし

ては地方交付税算入額をすべて学校図書の購入にあてることにより、文部科学省が示す

標準冊数の確保に努めながら、内容や資料が古い書籍につきましては、適切にリユース、

あるいはリサイクルしながら学校図書室の機能向上を図っております。 
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また、各小・中学校において全校一斉の始業前や授業中の読書活動・図書の読み聞か

せ及び町立図書館の学校への図書の貸出等の連携などの児童・生徒の読書活動を推進す

るとりくみを行っております。次に、特別支援教育の充実では、特別支援学級入級児童

の保護者の経済的負担軽減のため必要とする支援を行っており、２６３ページ、小学校

講師の配置では、町費講師８名の配置により特別支援教育４名及び３０人学級編制の充

実、４人を図っております。次に、要保護・準要保護児童就学援助では、経済的に就学

が困難と認められる児童の保護者に対しまして、学用品費や校外活動費、給食費などに

ついて援助し、負担を軽減しております。 

次に２６４ページから２６５ページの第３目保健体育費では、予算現額７，４４５万

２千円に対しまして、決算額は７，３５０万８，１５９円で、執行率は９８．７％とな

っております。まず、２６４ページ、児童の健康推進では、児童の疾病の早期発見のた

め、健康診断を実施するなど、児童の健康維持に努めるとともに、児童の心身の健康増

進及び管理に努めております。また、２６５ページ、学校給食の充実では、学校給食の

実施に際して、強化磁器食器の使用や学校栄養職員の配置、あるいは公費負担の実施、

じゃがいも、たまねぎ等の地場産物の使用、たまごを抜いた給食、除去食など食物アレ

ルギーへの対忚等を行いながら、給食の検食や給食調理員の赤痢菌等の検便の実施、施

設や調理機械・器具の衛生管理の徹底に努めております。 

また、給食の補助金につきましては、県の補助金が廃止されてからも当町では、１食

当たり１６円２６銭の給食費の一部助成を継続し、保護者の負担軽減を図ってきており

ます。また、斑鳩西小学校と斑鳩東小学校におきましては、学校給食業務を平成２０年

度から外部に委託しております。 

続きまして、２６６ページの第３項中学校費であります。まず、２６６ページから２

６７ページの第１目学校管理費では、予算現額５，４９８万円に対しまして、決算額は

４，９０４万９，３６０円で執行率は８９．２％となっております。 

前年度と比較して、４，８２１万５千円の減となっております主な理由は、平成２２

年度の斑鳩中学校の北館西棟・体育館の耐震補強工事、及び、平成２３年度の斑鳩中学

校の北館東棟の耐震補強工事の工事費の差によるものであります。 

２６６ページから２６７ページの教育環境の整備・充実についてであります。 

まず、中学校の運営では、運営に必要な経費を支出しており、小学校と同様、事務用

パソコンの使用料や緊急地震速報受信装置サーバーの利用料が含まれております。 

また、中学校の維持管理につきましては、施設管理に係る経常的な経費のほか、各中
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学校の屋外運動器具の改修、その他施設の修繕等を行ったところであります。 

次に、２６７ページ、校舎の耐震補強では、生徒が安全な環境で学習できるよう、学

校校舎の耐震補強工事を計画的に進めており、平成２３年度は斑鳩中学校の北館東棟の

耐震補強工事を行っており、中学校２校の耐震化は、これで、平成２３年度末ですべて

終了したことになります。 

次に、教職員研修の実施では、当町では小学校と同様、新規採用及び新転入教職員研

修、教育講演会や県費教職員新規採用者懇談会を実施し、教職員に必要とされる基礎的

な素養、実践的な指導力を身に付けるための研修を実施いたしました。 

続きまして、２６８ページから２７２ページの第２目教育振興費では、予算現額３，

９３２万８千円に対しまして、決算額が３，２８８万２，７９８円で執行率は８３．

６％となっております。  

２６８ページから２７０ページの時代に忚じた教育内容の充実といたしまして、総合

的な学習の時間をとおして、キャリア教育や情報処理、環境との共生、福祉への理解等

の教育の展開しております。 

まず、２６９ページ、特別活動の推進では、生徒が自ら学び、自ら考える能力や社会

に主体的に対忚できる能力の育成を図るため、文化活動や部活動、校外活動に対し助成

をしております。次に、２７０ページの学校図書の整備では、小学校と同様、地方交付

税算入額をすべて学校図書の購入にあてることにより、文部科学省が示す標準冊数の確

保に努めながら、リユース、リサイクル等をしながら学校図書室の機能向上を図ってお

ります。次に、２７１ページ、特別支援教育の充実では、特別支援学級入級生徒の保護

者の経済的負担を軽減するため、学用品費や給食費等の支援を行っております。また、

中学校講師の配置では、町費講師６名の配置により３０人学級編制及び教科指導、小中

連携教育、郡人権教育対忚の充実を図っております。また、２７２ページの要保護・準

要保護生徒就学援助では、学用品費や校外活動費、給食費などに援助を行い、保護者の

経済的負担の軽減を図っております。 

 続きまして、２７３ページ、第３目保健体育費では、予算現額３，７６６万６千円に

対しまして、決算額は３，６９４万４，９４４円で、執行率は９８．０％となっており

ます。中学校におきましても、常に健康な状態で学校生活がおくれるよう、健康診断等

を行い、健康管理に努めるとともに、学校給食につきましても、小学校と同様、安全で

安心な栄養バランスのとれた給食の提供に努めました。両中学校とも調理・洗浄業務に

つきましては平成２０年度から民間に委託をしております。 
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また、保護者の負担軽減を図るため、給食費の一部を、小学校と同様、助成をおこな

っており、また、給食設備及びプール施設の良好な維持管理に努めております。 

続きまして、２７５ページの第４項幼稚園費であります。 

２７５ページから２７７ページの第１目幼稚園費では、予算現額１億５，０７５万７

千円に対しまして、決算額は１億４，５１７万１，７２９円で、執行率は９６．２％と

なっております。 

 幼児期における教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであります。 

 文部科学省が示す幼稚園教育要領に基づき、遊びを中心とした生活のなかで、一人ひ

とりの個性に忚じた総合的な指導を行い、人間形成の基礎となる豊かな心情や想像力、

物事に自分から関わろうとする意欲を培っております。 

 ２７５ページから２７７ページの良好な子育て環境づくりといたしまして、まず、幼

稚園の運営では、幼稚園教職員に係る人件費のほか、特別な支援を必要とする園児に対

忚するための補充などに９人の臨時講師を配置し、幼児教育の充実を図っており、園の

管理運営に必要な経費の支出を行い、その中で自動体外式除細動器や緊急地震速報受信

装置サーバーの利用料も負担しております。 

次に、幼稚園就園の奨励では、町立幼稚園に就園する園児の保護者に対し、保護者の

所得状況に忚じて経済的負担を軽減するとともに、公・私立幼稚園間における保護者負

担の格差の是正を図ることを目的として就園奨励事業を実施しております。 

次に、２７６ページ、幼稚園施設の維持管理では、施設整備として園児の安全・安心

な環境づくりを図るために、施設管理に係る経常的な経費の負担や修繕をおこなってお

ります。また、耐震補強工事につきましては、斑鳩東幼稚園は新耐震基準で建設されて

おりまして、その他、斑鳩幼稚園、斑鳩西幼稚園の２園につきましては、平成２１年度

に実施した耐震診断の結果により耐震補強が不要という結論がでております。幼稚園に

おきます耐震化率は１００％となっております。 

次に、教職員研修の実施では、教員の資質向上のため教員に基礎的な素養、実践的な

指導力を身につけるよう研修しております。 

次に、２７７ページ、特別活動の推進であります。本町の子どもたちが夢や希望を大

きくふくらませながら成長できるよう、一人ひとりの個性や自主性・創造性を高めてい

く教育を、着実に進めていくことが重要であります。今後とも、自立心やコミュニケー

ション能力、問題解決能力なども備え、豊かな人間性を育てることをめざして教育を行

ってまいります。 
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次に、園児の健康増進では、健康診断を行うことで、適切な健康管理を行い、園児が

安心して園生活をおくることができるよう努めております。 

 次に、保育室等のエアコンの整備では、各幼稚園の保育室、遊戯室にエアコンを新た

に設置し、保育環境の整備を行いました。 

 続きまして、２７８ページの社会教育費であります。第９款教育費、第５項社会教育

費全体では、予算現額２億６，６１３万２，３３８円に対しまして、決算額は、２億５，

１８４万３，８６６円となっており、執行率は９４．６％となっております。 

 まず、第１目社会教育総務費では、予算現額３，８９７万円に対しまして、決算額は

３，７４２万９，６７６円となっており、執行率は９６％となっております。主な支出

といたしましては、職員４名の給料等人件費となっております。 

 まず、生涯学習の充実であります。社会教育の促進、支援を図るため各種社会教育団

体の活動に対し助成を行いました。 

次に、生涯学習・生涯スポーツの推進体制の整備についてであります。公民館に配置

しております社会教育指導員については、教師という経験と知識を生かし、家庭教育学

級の講師や放課後子ども教室の指導者として活動をするとともに、公民館を利用される

住民や団体の方々に対して、社会教育についての適切な指導・助言を行うことにより、

その活動がより充実するよう努めております。 

 次に、教育環境の整備・充実についてであります。放課後に子どもたちが安全で安心

して暮らせる居場所を確保し、さらに地域の方々の支援を得て、さまざまな体験や交流

をすることにより、子どもたちが地域の中で健やかに育まれる環境づくりを目的に、各

小学校において放課後子ども教室を開催いたしました。また、地域全体で学校教育を支

援するため、学校と地域との連携体制の構築を図り、学校と地域が地域の子どもたちを

育てる機運の醸成を図るため、各小・中学校の図書整備や、体育や生活科の授業の補助

といった学習支援などの学校支援事業を、地域のボランティアの協力を得る中で実施を

し、地域力の向上を図ったところであります。 

 次に、２７９ページの人権意識の高揚についてであります。人権セミナーは、私たち

がかけがえのない存在として認め合い、強い絆で結びつき、生きていることや住んでい

ることの喜びを共感できるまちづくりをすすめるために、一人ひとりが自分自身の課題

として、生涯を通して人権問題について理解を深め、実践に移していただくための研修

機会として開催しておりまして、本年度も計６回開催いたしました。 

本年度は、地元のあゆみの家の活動報告を行っていただくなど、趣向を変えたセミナ
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ーを開催した結果、７６０名の参加を得ました。 

 次に、平和展の開催につきましては、戦争を知らない世代に戦争の悲惨さを伝えると

ともに、平和の大切さを知っていただく機会として、町立図書館において８月１日から

の１か月間、戦争と平和に関する図書の展示を行い、平和の尊さについての啓発を行っ

たところでございます。 

 次に、良好な子育て環境づくりについてであります。今、まさに子育てに奮闘されて

いる保護者の皆さま、並びに、各地域で活躍されている方々を対象といたしまして、毎

年、家庭教育学級を開催しておりますが、本年度につきましては、ＰＴＡにも協力を呼

びかけまして、合同開催により家庭教育学級を開催し、延べ２２６名の参加を得たとこ

ろであります。今後も、より一層の家庭教育の充実を図るため、保護者の悩みや意見を

くみ上げ、共に考え、関係機関との連携を行い、家庭教育活動の支援をしてまいります。 

 次に、２８０ページの子ども・若者育成支援の充実についてであります。 

 日常生活において、学校や家庭では体験しにくい自然や社会での体験を通じて自己の

知識をひろめ、集団での役割分担を積極的に行えるように、自主性や協調性と社会性を

はぐくむ場として、小学校４年生から６年生を対象としたホリディ学園を開校し、４５

名の児童の参加を得るなか、公民館を中心に活動し、調理実習、野外キャンプ、勾玉づ

くりといった体験学習等により、喜びや達成感を味わうことで、学園生それぞれが工夫

をしたり、努力したりする意欲の醸成の向上を図ったところであります。 

次に、交流活動の推進についてであります。２０才となった、あるいは年度中に２０

才となられる青尐年を祝い、また励ますために成人の日にいかるがホールにおいて成人

式を開催いたしました。今回の成人式の対象者は２６５人でございまして、当日の出席

者は２２６人でございました。出席率は８５.３％でございました。 

 次に、２８１ページ、第２目公民館費であります。予算現額９，６３６万７千円に対

し、決算額は９，４２８万２，５２８円で、執行率は９７．８％となっております。 

 生涯学習の充実についてであります。中央公民館は、昭和５８年に完成して以来、住

民の多様な学習機会や集会の場の提供など、地域における住民の学習需要に総合的に忚

える社会教育施設として、その中核的な役割を果たしてきましたが、施設や設備の老朽

化が全体的に進んできていることから、平成２３年度から３か年をかけ改修工事を計画

し、平成２３年度は、展示室及びホワイエの改修工事を実施するとともに、公共下水道

への接続工事を実施いたしました。 

 また、公民館で活動をされている自主グループ及び公民館教室の活動・学習成果の発
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表の場である公民館まつりを開催し、約２，１００名の参加を得る中、住民相互の交流

を深めるとともに、学習意欲の高揚を図り、公民館活動の振興を図ったところでありま

す。 

 次に２８２ページ公民館教室の開催についてであります。知識・技能の習得を通じて、

教室生の相互の交流を図りながら、生涯学習としての生きがいづくりの機会を提供する

ため、１５の公民館教室を開催し、１９１人の受講生がございました。 

 また、公民館分館活動の支援では、地域住民の学習の機会と学習意欲、連帯意識の向

上をはかることを目的として、公民館分館及び集会所を開設場所として、婦人学級など

の各種の事業活動を実施する自治会に対し補助金を交付してきたところでありますが、

各自治会における生涯学習活動の活性化を図ることにより、更なる地域力の醸成や生涯

学習活動の促進を図るため、補助金交付要綱の一部改正を行ったところであります。 

 次に、２８３ページ、生涯学習講座の開催についてであります。生活を豊かにする趣

味の講座や、現代のライフスタイルの中で取り扱うべきことが必要と思われるものを、

公開講座として実施しております生涯学習講座につきましては、１２教室を開講し、４

４６名の参加を得ました。本年度は、文化財センターで開催しております企画展にあわ

せて歴史講座を実施したことにより、参加者も増加したところであります。 

 次に、生涯学習・生涯スポーツ推進体制の整備についてであります。中央・西・東公

民館の利用状況は、利用回数で７，４６０回、利用者数は１０万６，８４９人となって

おります。内訳といたしましては、中央で４，６８８回・東で１，６３１回・西で１，

１４１回の利用回数となっております。また、利用人数では中央で８１，４３７人、東

で１５，１７７人、西で１０，２３５人となっております。１日あたりの利用者数は、

中央公民館で平均で約２６７人、東公民館で約４９人、西公民館で３３人となっており

ます。公民館全体では前年度より利用回数で２７７回、利用者数で３，６８０人の増と

なっており、その理由として公民館教室の増加、あるいは前年度は東日本大震災の影響

を鑑み中止した公民館まつりを今年度は行ったことなどによるものと考えております。 

 次に、２８４ページ、第３目文化祭費であります。予算現額１２４万円に対しまして、

決算額１１９万８，６８５円となっており、執行率は９６．６％となっております。 

 芸術・文化の振興と芸術・文化に接する機会の提供や意識の向上を図ることを目的と

して、いかるがの里文化芸術祭を１１月３日から１１月６日の４日間いかるがホールに

おいて開催しました。式典をはじめ、お茶会、美術展覧会、菊花展などに加え、記念ア

トラクションとして、斑鳩小学校の児童によります能を披露していただくことで、多く
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の保護者にも会場へお越しいただくことができました。この会期中には延べ２，０００

人の参加や見学者を得たところであります。 

次に、２８５ページ、第４目文化財保存費であります。予算現額２，１０８万３千円

に対しまして、決算額は１，４７８万１，９１３円となっており、執行率は７０．１％

となっております。 

まず、歴史文化資源の保全、活用であります。文化財の維持管理では、町で管理して

おります文化財のうち、史跡中宮寺跡などの草刈り業務や、史跡藤ノ木古墳石室の自動

警備管理業務を委託により実施いたしました。また、町内遺跡の発掘調査、保存では、

個人住宅等の建築に伴う緊急発掘調査は発生いたしませんでしたが、町内に所在する埋

蔵文化財が適切に保存されるように実施した発掘調査の情報の共有化を図る目的から、

国庫補助事業により平成１５年度に実施した法輪寺境内の調査の成果概要の報告書をと

りまとめました。 

 次に、２８６ページに移っていただきまして、公共事業に伴う発掘調査といたしまし

て、岡ノ原丘陵南域、南の地域の遺物散布地における道路建設工事に伴う発掘調査を実

施し、土器等の出土がありましたが顕著な遺構はございませんでした。 

次に、２８７ページの文化財の啓発では、史跡中宮寺跡シンポジウムの開催にあわせ

て、史跡中宮寺跡において平成２０年度より平成２２年度に実施した発掘調査により出

土した遺物の展示を行い、文化財の啓発を推進しました。 

また、町指定文化財候補の調査では、町内に所在する町指定文化財の候補となる文化

財への基礎調査として、法隆寺西１丁目に所在する春日古墳の墳丘測量調査を実施し、

墳丘の形状を把握することができたところであります。 

次に、歴史文化情報の発信であります。史跡藤ノ木古墳の公開では、春季は東日本大

震災の影響をみる中で中止いたしましたが、秋季につきましては、斑鳩文化財センター

秋季特別展開催中の１１月５日と６日の２日間開催し、あいにくの天候不順もあったこ

とから前年度に比べ１５１人減とはなりましたが、１，１７１名の見学者を得たところ

であります。 

また、史跡中宮寺跡シンポジウムの開催では、平成２０年度から２２年度にかけて実

施しました史跡中宮寺跡の発掘調査の成果を報告するとともに、それらの歴史的意義等

について史跡中宮寺跡整備検討委員会の委員長であり、近畿大学で考古学を専門とされ

ている大脇教授をはじめ、奈良大学で古代史を専門とされている東野教授、そして奈良

大学で考古学を専門とされている水野名誉教授に講演をいただくとともに、町民をはじ
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めとする多くの方々に対し、史跡中宮寺跡の重要性を再認識していただくことを目的と

し、これらの方々によるシンポジウムをも開催したところであります。当日の参加者は

約２００名でありました。 

 次に、２８８ページ、歴史文化の拠点づくりであります。史跡中宮寺跡の整備では、

平成２４年度に予定しております発掘調査報告書の作成に向けて、これまでに町が実施

いたしました史跡中宮寺跡の発掘調査において出土した遺物の洗浄作業を進めました。 

 次に、交流活動の推進であります。平成２４年２月１１日に小田原市との間に結ばれ

ました法隆寺ゆかりの都市文化交流協定の締結を記念して、斑鳩町の文化をより深く知

っていただくことを目的として、当町から出土した飛鳥時代の主な遺物を一堂に展示し

た「飛鳥時代の斑鳩と小田原」を、小田原市郷土文化館において開催をいたししました。

この開催期間３０日間で４，１８６名の見学者を得て、小田原市での関心の高さがうか

がわれたところであります。 

 次に、２８９ページ、第５目青尐年野外活動センター管理運営費でございます。予算

現額９７万２千円に対しまして、決算額８６万６，４２４円となっており、執行率は８

９．１％となっております。 

 平成２２年度に発生いたしました進入路の崩落部分の復旧を行った上で、７月１日か

ら９月３０日までの３か月間開館し、延べ５団体１６５名の利用があったところであり

ます。しかしながら、今も申しあげました進入路の崩落を含め、開館をいたしましてか

ら、現在まで３回、崩落が発生していることから、今後の利用者の安全面を考慮する中、

平成２３年度末をもって廃止するとともに、平成２４年度からは、町外の他の公的な野

外体験施設を利用される場合に、交通費に係る費用の一部を補助することといたしまし

た。 

次に、２９０ページ、第６目図書館管理運営費であります。予算現額７，６１０万８，

３８８円に対しまして、決算額７，４７０万９，４１８円となっており、執行率は９８．

１％となっております。 

まず、図書館サービスの充実では、昨年に引き続き大人や子どもが絵本を読みあうえ

ほんのひろばやおはなし会、また成人を対象とした本の補修体験講座の開催などを、ボ

ランティアの協力を得る中で開催し、多くの利用者に参加いただきました。 

また、聖徳太子歴史資料室につきましては、平成２３年度の利用者数は３，７９３人、

地域史料に関する調査・相談件数は４３５件で、前年度の３倍以上となっており、その

主な要因といたしましては、町内や近隣の郷土史家などの方々が法隆寺や藤ノ木古墳等
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について調査される内容が深くなってきているということが考えられます。７月には暦

についての連続講座を２回開催、また１０月には、開室１周年記念講演会法隆寺と地域

社会を開催し、好評を得たところであります。 

次に２９１ページ、町立図書館蔵書の充実では、図書館の蔵書は平成２４年３月末現

在で１６万２１４冊で、一般書が１２万２，６３９冊、児童書が３万７，５７５冊とな

っており、当町と同規模の町村レベルの中では全国的に上位をしめております。 

続いて、２９２ページ 図書館の利用状況でありますが、図書館利用者は２０万３，

８００人となっております。なお、平成２４年２月には開館以来の利用者の累計が３０

０万人を突破し、その際、記念セレモニーを実施をしたところであります。 

また、図書館の業績評価の目安となります図書の貸出冊数は、公民館図書室の貸出冊

数も含め、４２６，２７９冊、予約受付件数１８，２２８件となっております。貸出冊

数に関しましては、平成２３年度の人口２～３万人の図書館を有する町村のなかで全国

１位となったところでございます。 

次に２９３ページ 第７目文化財活用センター運営費であります。予算現額３，１３

９万２千円に対しまして、決算額は２，８５７万５，２２２円となっており、執行率は

９１％となっております。 

まず、歴史文化の拠点づくりであります。文化財活用センターの運営では、秋季特別

展の見学者に対しまして、より深く藤ノ木古墳の学習をしていただくことを目的とした

第２回藤ノ木古墳里帰り展展示図録と、平成２２年度の文化財センターの事業内容や調

査研究等を報告書としてまとめた斑鳩文化財センター年報第１号の２つの文化財資料図

書を刉行いたしました。 

次に、２９４ページの展示会の開催につきましては、季節ごとに春季と夏季及び冬季

の企画展のほか、秋季特別展、第２回国宝藤ノ木古墳出土品里帰り展の展示会を開催す

るなどして、年間総数１１，９７０人の入館者を得ることができました。 

次に、２９５ページの子ども考古学教室の開催につきましては、郷土の歴史に対する

関心を深めていただくことを目的に、小学生４年生から６年生とその保護者を対象とし

て、前年度から実施している勾玉づくりと今年度から新たに鏡づくりといった体験学習

を実施しました。参加者は勾玉づくりには４７人、鏡づくりには３４人でありました。

同ページでの文化財活用センターの充実では、奈良県の障害者自立支援特別対策事業補

助金の交付を受けまして、多目的トイレにオストメイト対忚の設備等を設置して施設の

充実を図りました。 
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次に、２９６ページ、第６項保健体育費であります。予算総額７，１０１万４千円に

対しまして、決算額６，６４０万６，４８９円となっており、執行率は９３．５％とな

っております。 

第１目 保健体育総務費では、予算現額２，３９４万８千円に対しまして、決算額は

２，２７６万７，０３０円となっており、執行率は９５．０％となっております。 

生涯スポーツの充実における生涯スポーツの支援では、住民の生涯スポーツの振興を

図るため、スポーツ大会の開催や、各スポーツ種目の普及・指導に努めている体育協会

をはじめとする競技団体等や、総合型地域スポーツクラブ、元気クラブいかるがの活動

に対して支援を行いました。 

次に、２９７ページのマラソン大会の開催についてであります。健康・体力づくりを

推進するために、斑鳩三塔健康走ろう会及びいかるがの里・法隆寺マラソンでは、全国

各地より２，８３０人の参加者を得まして、各関係機関、ボランティアの協力のもと開

催いたしました。当日、小田原市との法隆寺ゆかりの都市文化交流協定の締結があった

ことから、マラソンの開会式では加藤小田原市長にもご挨拶をたまわったところであり

ます。 

次に、２９８ページ、生涯学習・生涯スポーツ施設の充実であります。まず、学校体

育施設の開放事業では、地域住民にとって最も身近に利用できるスポーツ施設として、

また、地域のスポーツ活動の拠点として、小学校の体育施設を土曜・日曜及び平日の夜

間に住民に開放し、年間を通じて、登録スポーツクラブなどに利用いただきました。今

後も施設の有効利用に努め、生涯スポーツの振興を図ってまいります。 

次に、子ども・若者育成支援の充実であります。ドッジボール大会の開催では、小学

生を対象としたドッジボール大会について助成を行いました。 

次に、２９９ページ、第２目町民体育大会費でございます。予算現額１万１千円に対

しまして、決算額１万５１５円となっており、執行率は９５．６％となっております。

開催を予定しておりました町民体育大会は、東日本大震災の被害が深刻化したことを鑑

み中止をしたところであります。支出につきましては、住民へ開催中止をお知らせする

文書を町広報に折り込みした手数料となっております。 

次に、３００ページ、第３目健民運動場費でございます。予算現額１，４８１万４千

円に対しまして、決算額１，２２６万５０４円となっており、執行率は８２．７％とな

っております。生涯スポーツの振興を図るため、身近なスポーツ拠点として健民運動場

と天満池スポーツグラウンドの適切な維持管理に努めました。また、国のきめ細かな交



－ 19 － 

付金を活用し、健民運動場の砂利の撤去及び砂塵防止工事を行いました。 

次に、３０１ページ、第４目町民プール運営費であります。予算現額６７５万円に対

しまして、決算額６７４万５，７６０円となっており、執行率は９９．９％となってお

ります。７月１日から８月３１日までの２か月間に、６，９０３人の利用がございまし

た。利用者の内訳は、大人が２，４６４人・子どもが４，４３９人となっております。 

運営につきましては、平成９年８月８日に発生いたしました小学生の死亡事故を教訓

として、安全確保の徹底を行い、特に幼児をはじめとする子どもの安全を図るため、保

護者同伴での来場を徹底するためのチラシなどを配布し、事故防止に努めるとともに、

万が一の事故に備え、監視員をはじめとする関係者全員に救命救急講習を受講させたと

ころであります。 

次に、３０２ページ、第５目すこやか斑鳩・スポーツセンター運営費であります。 

予算現額２，５４９万１千円に対しまして、決算額２，４６２万２，６８０円となっ

ており、執行率は９６．５％となっております。本町のスポーツ施設の拠点として、住

民の健康づくり、体力づくり及びレクリエーションの場として、また住民相互の交流の

場として、適正な管理運営に努めました。アリーナ、武道場をはじめとするスポーツ施

設の利用者は、１０３，６４２人となっております。 

次に３０３ページ、続きまして、第１０款災害復旧費について説明させていただきま

すが、第１０款災害復旧費、第３項文教施設災害復旧費、第２目社会教育施設災害復旧

費についてであります。予算現額４００万円に対しまして、決算額３６３万３，０００

円となっており、執行率は９０．８％となっております。平成２２年度７月１４日に発

生いたしました斑鳩町立青尐年野外活動センター進入路の大雨による崩落災害の復旧工

事を、７月１日の開館前に５月１９日から６月２２日で実施をしたところであります。 

以上が、教育委員会にかかります決算の状況であります。 

よろしくご審議を賜りますようようお願い申しあげます。 

○飯髙委員長 説明が終わりましたので、第９款教育費及び第１０款災害復旧費について

質疑をお受けいたします。木澤委員。 

○木澤委員 成果報告書の２５５ページですけれども、教職員の健康管理という項目をあ

げていただいていますが、これは教職員の皆さんというのは、県の採用の職員さんがほ

とんどやと思うんですが、ここに掲げられてる内容というのは、当然、町が実施してる

ものであげていただいてますが、これはどういうふうに理解をしたらいいんですか。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 



－ 20 － 

○西川教委総務課長 ２５５ページの教職員の健康管理の説明でございますが、これにつ

きましては、今申されましたように県の教職員の方の実施をした分でございます。これ

につきましては、教育委員会のほうで実施するということで学校保健安全法のほうで定

められておりますので、教育委員会が適切に実施したところでございます。なお、町費

講師等、職員ございますが、それにつきましては、役場の町職員等の健康診断ございま

す、そのときに一緒に同じように実施しているとこでございます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 当然、職員さんの健康管理、教職員さんの健康管理等も必要なことですので、

県がやるか、町がやるか、どちらかは別にして、やること自体は必要なことやと思って

いますけども、そしたら県のほうから費用については出ているんですか。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 この費用につきましては、町のほうで全額出しております。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 説明が足らず申しわけございません。 

  町のほうで全額出しておりまして、県のほうからは、補助金はでておりません。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 県で採用していただいて、県の職員という身分ですからね、本来であれば県

が費用負担していただくべきかなと思いますが、ちょっとシステム的に私もどうなって

いるのかよくわからないところがありますし、健康の管理自体は先ほども申しましたけ

ど必要なことですので、これは費用のことは当然、県にも費用負担を求めていくべきか

なと。法律で定められていたりとか、いろいろややこしい関係があるのかもしれません

ので、そこのところはいろいろ町としても、意見言うていっていただきたいなと思うん

ですが。このことについて、やること自体は別に。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 この教職員の健康診断については、学校保健法、先ほど申しました

とおり、学校の設置者が毎年定期的に学校の職員の健康診断を行わなければならないと

定められておることから、町のほうで、設置者であります町が費用等も出して実施して

いるところでございます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。では、そういう法律のもとに施行されているというふうに理

解をしておきます。 
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  そしたら続きまして、２５７ページのスクールカウンセラーの配置のところなんです

が、これ実績見せていただくと、２２年度から２３年度にかけて相談件数なんかが減っ

てますけど、これ、先ほど教育長の説明の中で、南中学校に配置されているということ

で説明いただきましたが、これ、２２年度から２３年度にかけてその体制自体が変わっ

たのか、そうか、単純に相談件数が減ってるとか、その辺について確認をしたいと思い

ます。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 相談体制につきましては、若干日数等につきまして変わってござい

ますが、ただ大きな違いは、担当されておりますカウンセラーの先生が、その２２年ま

では同じ先生にずっと来ていただいていたんですが、２３年度に代わられたということ

で、ちょっとその体制等が変わりました。その影響等で、考えますのは、その影響等で

今までカウンセラーが継続的に実施している件数が多くございました。中には新規で受

けた件数もございますが、それ以後はまた継続的に何回も相談を受けている件数等で２

２年度等は相談件数が多くございましたが、２３年度、その先生が代わられたというこ

とで、今まで継続的に相談していた者がちょっと、一たん終了したような形になってご

ざいます。当然引き続いて、その内容等引き継いでもらっておりますが、生徒、親自身

にしては先生が代わったということでちょっと相談件数が減ったというふうに考えてお

ります。 

  それと、教員につきましてもその都度カウンセラーにカウンセリングをしておりまし

た。そういうことで中学校につきましては、ご存じのとおり、２４年度に新学習指導要

領が導入・実施されましたことから、教職員のほうもその対忚等で尐し忙しくなって、

その時間的等が尐なったものが大きいということで、全体的にその相談件数が減ったと

いうことで考えております。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これまで続けていただいていた方、こういうのは相手にやっぱり信頼を寄せ

て相談に来られるというふうに思いますので、引き続き、事象については継続して相談

にものっていただいているということですので、引き続き、新しい方についてもいろい

ろ今後相談件数がふえていくというふうには思いますので、また引き続きこの制度とし

て頑張っていただきたいというのと、あと今、教員についての相談のことも課長のほう

からおっしゃっていただきましたが、これは教員自身のことで相談に来られるのか、そ

うか、担当している児童・生徒のことの相談に来られるのか、どういうケースが。 
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○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 主に指導方法等で尐し悩んだことがあったということで、相談を受

けたということを聞いております。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 はい、わかりました。そうしましたら、次に、２５８ページの小学校費のと

ころなんですが、小学校費のところでひとつお聞きしたいのが、今、斑鳩町として用務

員さんの採用については直接雇用ではなかったかなというふうに思うんですが、どうい

った形で採用されていますか。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 小学校の用務員、中学校の用務員ございますが、全て町のほうで臨

時職員として採用しております。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そしたら、以前、シルバーさんなんかも通じてお願いしていた状況もあった

と思いますが、今はもう、そうじゃないということで理解をしておきます。 

  そうすると、同じそのページのところで、今度、不用額の調書の１９ページに、西小

学校の安全指導業務委託で、時間数の実績が見積もりを下回ったのでということで不用

額が出てるんですが、これはどういうことかちょっと説明、お願いできますか。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 通常は２時間程度で見ていただくんですが、その都度、時間が短く

なったり長くなったり、その日によって状況が違います。年間最終的にお知らせした額

が、実践はきちっとやっていただいて、額が全体的にみると安くなったということでご

ざいます。その日によって点検はしておるんですが、子どもの通学時間によって短くな

る日もあるということでございます。その時間数が尐なくなったということでございま

す。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 まあ、通学の見守りの時間帯で業務をしていただいているという、その時間

があんまり変わるというのが、もうひとつ状況的によくわからないんですけども、どう

いったケースがあって。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 先ほど２時間と申しましたが、４時間で点検、一忚、子どもが帰っ

てから最終の子どもが帰るまでの見守っていただく時間を設定しております。先ほど申
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しましたように、その日の状況によりまして、子どもが３時間で全部最終帰ってしまう

日もございます。そのときの状況によりまして。そういうことで年度によってはその総

トータルの時間数が差が出てくるということでございます。たまたま２３年につきまし

ては、短いほうに、見守りする時間が尐なくなったということでございます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。不用額が何で出たんかということなので、今の説明で子ども

の下校時間の長短によって変わっているというふうに理解しておきます。 

  そしたら続いて、２６５ページの学校給食の充実のところなんですが、この間、学校

給食調理・洗浄業務を民間に委託をしてくる中で、導入当初から食育の観点については

守られるのかということで心配をしてきたんですが、その点について、今、民間委託が

実施されていっている中で、町としてはこの食育の関係についてはどういうふうに守っ

ていただいているのか、その辺について。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 食育につきましては、学校全てに栄養士を配置いたしまして、栄養

士が食品についても地元とその食品等のチェックを行いながら、接しながら食育を進め

ているところでございます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 これまで直接町のほうで採用しておられたときと、例えば調理員さんと子ど

もたちとの挨拶とか、いろいろふれあいなんかもあったと思うんですが、それが民間委

託になって何か変わったとかいうようなところは、そしたらないというふうに理解して

おいていいですか。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 当然、調理員さんも毎日子どもたちと顔を会わせてございますので、

その辺、今まで町の職員がやっていたときと同じように、子どもたちは接しております

し、当然、調理員の方につきましても、同じように子どもたちと接していただいており

ます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 委託をしていますので、毎回、毎回、調理員さんがころころ変わるという状

況ではないと思いますが、やっぱり人の入れかわりがある中で、子どもたちとのそうい

う接触がきちっと、人間関係が保たれるのかなというところも心配がありましたので、

その点については確認をさせていただきます。 
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  続きまして、２７５ページですね。幼稚園費のところになるんですが、今、幼稚園の

年長組さんになるんですね。小・中学校で３０人学級を進めていただいておりまして、

その点については非常に高く評価をさせていただいておりますが、ただ、そうなると幼

稚園のほうが３５人学級になってしまってる現状の改善についても、保護者のほうから

もいろいろ声をお聞きしておりまして、ただ、予算のときにも、２４年度予算ですね、

これのときにもいろいろ意見は言わせてもらいましたが、なかなか幼稚園としてもスペ

ース的にしんどいという中で、複数担任制をとって充実を図っていくという方向も検討

していただいているというふうに理解はしてるんですが、今、その後、今回審査させて

いただく中で、今現状の検討についてどんな話し合いになっているのかなと、状況につ

いてお尋ねしておきたいと思います。 

○飯髙委員長 小城町長。 

○小城町長 これはもう以前からも申しあげてますように、定員は３０名でございまして、

ただやっぱり、当時そういう「双子の子がおったら結局抽せんでどうなるのか」という

ことで、若干ということで、これは限界的にやっぱり３５名というのは、こらもうやむ

を得ないと私は思うんです。やっぱりとってくれという、最初の基準は定員があるわけ

ですから。保育所でも定員があるんです。ただやっぱりその定員が結局どういう形にな

ったのか、待機児童、待機児童ということになってくるから、そういう問題は起こって

くるわけでございまして、何も別にほかの所にも行かれたら十分行けるわけですけども、

やっぱりそういうとこがだんだんと、そしたら人数多くなったらどうするんかというこ

とになってくる。もうせめて３３人、４人ぐらいはやっぱりそういう工夫でやっていか

ざるを得ないだろうと。 

そうかと言って、これを新しくつくるということも、やっぱり子どもさんがふえてく

るんだったらいいですけども、やっぱり私学もありますから、この調整がどうなってい

くかということもございますし。当時、入学金も採用してきたんですけども、入学金を

とったら必ず園には入れますよということになってますけども、現実にやっぱり法隆寺

幼稚園も自分のとこの生活がありますから、何も斑鳩町だけじゃなしに、大和郡山から

もいろんな方からやっぱり採用というか、とられますからね。 

そういうことを考えますと、やっぱり３４、５人、せいぜい３５人以上というのはこ

れは大変ですけども、３５人まではやっぱり問題ないやろうということで、その辺の工

夫してやってこられていることが今、教育委員会で指示をしながら、財政事情の問題な

んかでも、そういう点については、子どもさん等については、十分やっぱり目が行き届
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くというのか、そういうこともやっぱり配慮して、そういうことも踏まえて考えてほし

いということを話しております。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。いろいろ現状なんかも鑑みて、できるだけ前向きに検討して

いただけますようにお願いをしておきたいというふうに思います。 

  それと、同じその幼稚園費のところで、これも不用額調書の２１ページですね。臨時

講師の雇用形態により社会保険の適忚対象外の臨時講師が９名のうち２名生じたという

ことで不用額をあげていただいていますが、これはどういう状況なのか、ちょっと詳し

くお尋ねしたいと思いますが。 

○飯髙委員長 西川教委総務課長。 

○西川教委総務課長 臨時職員の若い方を採用しますと、介護保険の保険料等がその方は

納めなくていいというふうになっております。その影響で臨時講師の中で、その方が出

ましたことから、当初、見込んでおりました社会保険料が不用になったということにな

ったということを聞いております。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 採用枠が９名あって、９名ともその介護保険の適忚年齢で一忚予算は組んで

いたけども、見込んでいたより年齢の若い方が入ってきたということですね。 

  はい、わかりました。 

そうしましたら次に、２８２ページの公民館教室の開催のところなんですが、これも

不用額の２２ページのところに、当初１８教室予定されていたのが１５教室になったと

いうことで、不用額が出てますよというふうに示されているんですが、これは１５に減

ったということについては、どういった原因があるんでしょうかね。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 当初予定しておりました１８教室につきまして募集を行いました。

ところが、開講する規定の６割、定員の６割に満たなかった教室が３教室ございました

ことから１５教室になったということで、講師の先生に支払う報償費が減額になったと

いうことでございます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 その予定してたけども開催できなかった３つの教室というのはどんな教室に

なるわけですか。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 
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○佃田生涯学習課長 まず、生け花教室、それと押し花教室、それと琴の教室でございま

す。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 この３つの教室については、過去にも定員が足らなくて開催できなかったと

いうような状況ありますか。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 生け花教室につきましては、今年度は開催できております。それと、

押し花教室につきましては平成２１年度に開催いたしましたが、それ以降開催できてお

りません。それと、琴につきましても２３年度募集を行いましたが、２４年度につきま

してはもう募集を行わなかったという状況でございます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 今お聞きすると２４年度で募集したら定足に足りて開催できているものと、

足りなかって開催できなかったものと、募集自体をしていないというふうに分かれてる

その理由というのは何でしょう。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 受講生にアンケートをとるなりしまして、この教室の開催につきま

しては受講生にアンケートをとるなりしまして、それとまた、公民館に配置しておりま

す社会教育指導員の方々によりまして、今現在に住民のニーズに沿った教室を選んで募

集を行うということで進めております。そういったことからこういうことになっており

ます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そのアンケートを行っていただいている中で、こういうのを開いてほしいと

かいう要望を聞く項目なんかもあるのかなと思いますが、参加しなかったことによる理

由について書くような質問というのは、アンケートの中にはあるんですか。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 参加しなかった理由についての項目はございません。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そしたら結局、何で２３年度で６割に満たなかったという、その原因自体は

わからないということですかね。 

○飯髙委員長 清水教育長。 

○清水教育長 先ほどから課長が説明しておりますように、その年度、年度でいろんなア
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ンケートも含めて希望があるわけです。「来年は、私これ習いたいねんけど、何とかな

らへんか」みたいな相談も含めてですね、それを指導員等が吟味して上げる上げないと

いう判断をしていく。私どものほうにも相談があるわけでございますけれども。その中

の判断で、何人か呼んでくる、平たい話が「私、何人か集めるから開いてよ」みたいな

ことも、何人か具体的に言うているのもあるわけです。それがあるので開いたら、実際

には来られないといったこともありますので、いろんなパターンがございますけれども、

その教室の開講を予定しておって集まらへんのは、中にはそういうこともありますので、

そのとき、そのときによって判断をしていく必要もありましょうし、先ほど申しあげま

したように、押し花教室につきましては、今期、開かれずということになりますのです

が、そのとき、そのときでいろいろ適切に判断をしていく必要があるというふうに考え

てます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 その時々の住民さんの関心やったり、要望によって教室も開催されていると

いうのは、今の教育長の答弁で理解はできましたが、以前ちょっと指摘もさせていただ

きましたが、有料化、参加することが有料化されることによって参加者が減っている状

況なんかないのかなというのが、いまだにやっぱり心配がありまして。今年度に入って

からなんですけども、ひとりの方にやっぱりそういうご意見をいただいたんです。「今

年度から参加しようと思ってたけど、なんか話聞きに行ったら有料になってたからやめ

たわ」というような声も聞きましたので、そういうことが原因でこの教室が開かれない

とか、だんだん数が減っていくとかいうようなことがあるのであれば、また見直しが必

要やなと思いますので、今後の状況も見る中で、そういう点についても注意をしておい

ていただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○飯髙委員長 清水教育長。 

○清水教育長 おっしゃる趣旨については理解をするものでございますけども、やはりこ

ういった生涯において自分の趣味の領域を広げたり、自分のそういういろいろな技能・

知識、いわゆる教養というんですか、それを広めていく中で、やはり自分が一定の例え

ば材料費であるとかいった物については、払ってでも参加するということも求められて

るんじゃないかというふうに思いますので、一概に有料化が悪いというふうには考えて

おりませんので、その点、ご理解を賜りたいと思います。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そうしましたら、２８９ページですね。青尐年野外活動センターについては、



－ 28 － 

３度の崩落があって危険だということで、私のほうも、あの場所で続けることについて

は、廃止をするということについては了承をしてきましたが、その後、教育長の説明の

中でも町外の施設を利用するのに補助を出すと、要綱もつくっていただいてきましたが、

この夏なんかの利用状況というのはどんなふうですかね。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 青尐年野外センターを廃止したことにかわります代替処置としまし

て、２４年度から斑鳩町青尐年野外体験活動に対する補助金ということで出させていた

だいております。今のところ５件の申請がございます。それにつきましては、ボーイス

カウトさんとかガールスカウトさんとか町子連の方々でございます。そういった状況で

ございます。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 せっかくつくった制度ですのでね、利用していただいているということにつ

いてはちょっと安心をしました。ただ、今、いろいろボーイスカウトさんとか団体で利

用していただいているような状況というのはあるし、今後もそういうふうに利用されて

いかれるのかなと思いますが、正直、これまで野外活動センター、あの場所にあって個

人での利用というのも尐なかったわけですけども、そもそもいろいろ若い方にお話聞く

と、あそこにあるということをまず知らなかったと。廃止されるという話を聞いて「い

や、それやったら使いたい」という声もありますので、同じような形で野外活動センタ

ーをするのかどうかは別にしても、そういった若い人たちに、例えばこれ以前にも申し

あげたんですが、親子で体を動かして何かふれあいができるようなものとか、あと、数

人の家族が集まってレクリエーションができるようなそんなスペースなんかも含めて、

私はここを廃止するに当たっては、新たに別の物を町内で設置できないかということに

ついてお尋ねをしたり、意見・要望を申しあげてきたんですが、これは廃止は２３年度

をもって廃止になりましたが、その後について、町のほうの考え方はどう思っておられ

るのか、お尋ねしておきたいと思います。 

○飯髙委員長 小城町長。 

○小城町長 現状から言って、今、野外活動センターが廃止したという、やっぱりああい

う危険性がございますから、そういうことも踏まえて新しくするということはもう考え

ておりません。やっぱり今、現状から考えて、奈良県にしてもどこにしても、やっぱり

そういう点については。木澤委員がおっしゃるように、やっぱり誰かがやっぱり指導を

していくというのか、やっぱり親が見てやるということであればいいですけども、ただ
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子どもが遊ぶんやということになって、仮にもし万が一事故が起こったら、何でも一緒

なんです、以前からもう土地開発公社でも使ってもうたらええやないかいうて、ゲート

ボールとかされてましたけども、しかし、現状からいったら、なかなかそう簡単にはい

かないと。やっぱりそこを放置したために誰かが入ってきて、そこでけがしたと。これ

は誰が責任取ると、必ず、遊具の関係でも、こないだも出てましたけど、遊具の関係も

やっぱりどこかで事故があったから全部点検をして、だんだんとやってきとるわけです

から。やっぱりそういうことも踏まえて、やっぱり管理というもの、やっぱりそういう

もの、やっぱり遊ぶということについては、子どもさんが、親がやっぱり一緒に遊んで、

そうしてしてやるということが基本がですから。そのあたり、今何か、働きに行かない

かんねんとかいうことで、皆そうなってますけども、私は基本的には生んだ子どもは育

てていく両親の気持ち、感情というのは、この間ロンドンでありましたようにオリンピ

ック、和歌山の子どもさんが生まれながらにして両手がないわけですから、その子を水

泳に指導していったという両親の気持ち、そういうことをやっぱりその子どもを育てて

いくという気持ちを、これは私は生んだ、私とのこの子どもが私の愛情があって生まれ

てきたという気持ちを持って育てておられますから、そういうことも踏まえて、皆さん

方やっぱりおっしゃるように、保育所があるけれども、保育所もやっぱり親がそういう

責任を持って子どもさんを真心を込めて育てていくというのが、一番私は基本的なもの

だと思っております。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 私が前にした公園の質問とちょっとごっちゃにしてはるんかもしれませんけ

ども、今、私が申しあげましたのは、親子で野外活動ができるスペースが欲しいという

ことで、そりゃ、やっぱり親がついて一緒にふれあいをするというスペースを考えられ

ないのかなということで、それはまたちょっと大きなくくりでいったら、公園とかと一

緒になるのかもしれませんけども、そこで例えばテント張って、町内で山の上のほうじ

ゃなくても別に平地でもいいと思うんです。そういうふうに利用できるスペースを何か

考えられないのか、そういうことも含めてということで提案申しあげてますので。 

○飯髙委員長 小城町長。 

○小城町長 それは、行政の中でも申しあげてますように、白石畑の所に公園をつくって

おります。そういうこともやっぱり利用いただくんだったら、やっぱり白石畑のとこに

お願いして、そういうことも可能ですから、そういう点をご理解いただいて、やっぱり

何も別にあそこをつぶしたからというよりも、白石畑あたり、皆さん方のご要望で公園
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をつくってやってくれというときも、白石畑をつくった場合は、ほかの地域の方々が、

東京に息子さんおったけども、ちょっと地震の関係でいなかへ帰ってきてくれてんと、

ありがたい話やと。ほんならここに、「前に公園があるから、東京にはこんなことない

けども、斑鳩に来てよかった」ということもおっしゃってますからね。私はそういうこ

とも考えて、その場所もございますから、親子で行ったら必ずそれでいけますから、十

分遊べますから。そういうことで一遍、現場を見ていただいて、やっぱりそういうこと

も考えていただくと。何も町がやってないんじゃないんです。野外活動センター危ない

からやめたけども、そういうとこにもひとつ配慮してますから、考えていただいたらと

思います。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 そういう場所があるのは実際、私も知りませんでしたし、あるんであれば現

場も見に行って、どういうふうに活用できるのかというのも確認したいと思います。 

  ただ、そういうのがあるんでしたら、積極的にお知らせもしていただきたいなという

ふうに思います。ほんならお願いしておきます、啓発ね。 

○飯髙委員長 木澤委員、ちょっと途中ですけれども、この辺でちょっと休憩とりたいと

思います。よろしいでしょうかね。まだ続きますので。 

○木澤委員 はい。 

○飯髙委員長 １０時５０分まで休憩いたします。 

（午前１０時３０分 休憩） 

（午前１０時５０分 再開） 

○飯髙委員長 再開いたします。 

  他にございませんでしょうか。木澤委員。 

○木澤委員 ２９９ページの町民体育大会についてなんですが、２３年度についてはこう

いう形で中止になって、２４年度についても雨天によって開催が中止されているという

状況で、この２回ほど中止が続いているんですが、引き続き開催はしていくという方向

で町も検討をしていただいているというなかで、いろんな高齢者も含めて住民さんが参

加しやすいように内容をいろいろ工夫してほしいという声がある中で、その検討につい

ては今どんなふうになっているのか、お聞かせいただきたいと思います。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 平成２４年度の開催につきまして、自治会を４ブロックに分けて説

明会を開催させていただきました。そのときにご意見といたしまして、やはり大震災が
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あったことから、また、絆とかいうことが重要視されることから、やっぱりやるべきで

はないかというご意見もたくさんいただいたところであります。 

  それで、そういったことから、２４年度いつもよりも自由種目、参加種目を自由種目

に改めると、そしてまた送迎バスの増便等を計画していく中で皆さんが出やすいように

ということで計画をしました。それで、また２５年度におきましても、そういった感じ

で自由参加と、参加しやすいような送迎の関係を考えていきたいと考えております。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 送迎の体制について、充実をしていくという姿勢ですね、大変必要やと思い

ますので、やっていただきたいと思うんですが。あと、いろいろ４ブロックに分けてご

意見聞いたところ、「やるべきだ」という声がたくさん出されたということであれば、

住民の皆さんも積極的に参加もしてくれるのかなというふうに思いますし、私も、この

町民が一堂に会するような機会というのは大事にしていくべきやなというふうには思っ

ていますけども、その中身ですね、競技の。その種目をどうするのか、今、自由参加と

いうふうにおっしゃいましたけども、運営側の競技の種目をどうするかとか、その辺の

ところについてはどんな話をされているんでしょうかね。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 種目につきましては、やはりお子さんから高齢者の方まで出ていた

だけるような感じで、お子さんでしたらそれに似合った競技、お散歩ころころとか、ま

た小学生の綱引きとかいうことで、そして地区として出ていただけることにつきまして

は綱引きとかいうようなことで考えております。それと、高齢者の方につきましては、

ターゲットバードゴルフに挑戦とかいうことで、いろいろと種目も２４年度につきまし

ては考えているところでございますので、またそこら辺も検討して、引き続き検討して

いきたいと考えております。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 引き続き検討もいただけるということですが、これまであった競技の種目で

すね、どうも話を聞いてると、競技の項目は変わらないで自由参加になりましたという

だけみたいな説明を聞いたというような話を聞くんですが、そうではないんですね。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 今申しあげましたように、何種類かは新たに出やすい種目というこ

とでターゲットバードゴルフに挑戦とかいうことも入れております。そういったことで

また、種目についてはいろいろと出やすいような種目をまた考えていきたいと考えてお
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ります。 

○飯髙委員長 木澤委員。 

○木澤委員 わかりました。いろいろ種目、競技内容についても検討をいただいていると。

より、特に高齢者の方とかも参加しやすいような形で、今後もたくさんの方に参加いた

だけるように、担当課におかれましてもいろいろ住民さんの声を聞いて反映しながら工

夫して運営をしていっていただきたいと思います。よろしくお願いしておきます。 

○飯髙委員長 小城町長。 

○小城町長 木澤委員がおっしゃるように、確かに木澤委員はそういうことで評価されま

すけども、一番問題は体育委員さんそのものが、結局その綱引きを名簿を集めに行くと

いうのが、名簿を出してくれない。そういうとこからやっぱりひとつはこの「町民体育

大会の世話をするのかなんやないか」というとこで終わるわけです。 

  だから問題は、何ぼ自由参加にしたかて、最終的に何かが起こったら、「保険の適用

はできまんのか、できまへんのか」ということも出てまいりますから。なかなかひとつ

の催しをするについては非常に難しい。自治会長さんすらでも、順番性で抽せんで当た

るとかいうことで、もうそれが当たるのがかなわんからもう自治会やめまんねんという

方もございますから、その辺のとこが今一番大きな問題なんです。 

そして何か起こったらやっぱり絆やと。平生、隣の人がちょっとどこで寝てはるのん

かわからへんねんと。せやけど、そこで起こったときには。阪神淡路の震災はそういう

ことが皆さんがわかってたからある程度助けられたんです。やっぱりこれからというの

はそういうことも非常に大事であると。片一方では出てくるのは個人情報やとかという

ことで出ないことになりますから、やっぱりそこの助けるというのは、皆さん方が気持

ちを持ってやっていかんと、町民体育大会も誰しもいいことはいいんです。ただ、そう

いう自由参加やからええわということにはなかなかならないです。ただ、そういうふう

にまとめていかざるを得ないということで、やっぱり参加していただくなら、仮にやっ

たら必ず来られます。そういうことをやっぱり皆さん方にもひとつ、だからうちは小学

校単位でこの間、２４年度は説明会に行きました。全体を集めて自治会の皆さん方集め

ていただいて、体育委員の皆さん方が集まってきて、３人ぐらい各１ブロックから集ま

っていただきます。しかし、そのときに必ず第一声が出るのは「もう、こんな町民体育

大会やめたらええやないか」と、もう出てしまったら後は続かないんです。だからそう

いうことを考えたら、やっぱりいろんなことも考えていかなかったら、なかなか難しい

と。木澤委員はこれはもう町民体育大会、大いにやるべきやということをおっしゃって
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いただくのはありがたい話なんですけども、そういう点についてもいろいろとやっぱり

我々事務の関係の方々もご苦労いただくという中で、できるだけやっぱりこういうもの

をなくさず、努力をして進めていこうという努力をいたしております。 

○木澤委員 結構です。 

○飯髙委員長 ほかにございませんでしょうか。木田委員。 

○木田委員 ２８９ページの青尐年野外活動センターの充実という、先ほど同僚議員も質

問されておりましたんですけども、私も議員させてもうてからずっとこれはもう廃止す

べきやということを申しあげてきております。そしてまた、監査委員にならせていただ

いたときも、やはりその費用対効果とかいう形でやっぱりこれは廃止すべきやというこ

とを指摘しておりましたんですねんけども、町の返答というんですか、回答は、やはり

ボーイスカウトとかも利用されてるし、やはり青尐年健全育成のためにはやっぱり必要

やということで、これ、３回目の崩落ということで、廃止のほうに向いたと思いますね

んけども。それまでの２回までについては、やはりこの青尐年健全育成に必要な施設や

ということで、その崩落についても改修というんですか、それを行ってこられたという

経緯があると思いますねんけども。とにかく何かあそこについては、私ははじめは白石

畑の最終処分場の補償工事みたいな形でそれをされたんかなというふうに思ってまして、

その青尐年野外センターの奥にはやはり白石畑の地主さんの田んぼも何枚かあるという

ような形の中で、やっぱりそれもその通路というんですか、機械とかいろんな物が入っ

ていくその通路も必要ではないかなということで。そして、そこへ町が野外活動センタ

ーをつくったということで、それによってその山が崩落したんかどうかは、ちょっとそ

の辺のとこはわかりませんねんけども、とにかく、やはりあの地においてはかなりの危

険な動物というんですか、マムシなんかも出てくるような土地やと、私が法隆寺のゴル

フ場でもマムシ見たことあるぐらいやからね。やはり、マムシも出てくるような危険な

とこでは、やっぱりそういうふうな何はちょっと難しいんではないかなということでず

っとそう指摘させていただいたんですねんけども。 

  今回こうしてやめるということになったんですねんけども、その中に結局、町有地と

して残る土地もあると思いますねんけども、それについて今後、どうしようと思ってお

られるのか、それらについてお聞かせ願いたいなと思います。 

○飯髙委員長 小城町長。 

○小城町長 これはもう昭和５８年ぐらいから、前任の吉田町長さんの時分に、あこで子

どもさんも多いから野外活動センターを、最終処分場をつくる中で、できれば、そうい
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うご要望が出てきた中であの所で野外活動センターをつくられたと。それから経緯は、

やっぱり大雨、集中豪雨のある中で、崩落する中で、やっぱりこういう点については非

常に難しいのではないかなということでございまして、最終的な判断でやっぱりやめた

ほうがええやないかと、やめました。ただ問題は、今、木田委員がおっしゃるように何

ぼか買いましてます白石畑の方の土地を、町有地になってますけども、最終的に白石畑

の方にも、買うた所へも返却、もし買い戻していただくんだったらという話もしました

けど、それはもう不可能でございますから、町としては、これから一般公募するのか、

そういう形で売却というのか、そういうことも踏まえて検討に入っていきたいというこ

とで考えてます。 

○飯髙委員長 木田委員。 

○木田委員 私は今までから申しあげておった希望したとおりになったということで、私

自体も町子連のほうからも「やっぱりあれは残してほしい」とかいうような何も聞いて

ましたんですねんけども、やっぱりそういう何ぼか危険性のある場所においては、やっ

ぱりそういうことも考えたら必要悪というんですか、やっぱり必要なんやけどもそうい

う危険性のとこにはそういう施設はもうつくらない、持たないというような形で、町も

そないして考えてくれはったんかなというふうに思いますねんけども。後の跡地利用に

ついては、できるだけ町の意向に沿うように、そういう売買される方を早いこと見つけ

ていただいて、そういう処分もやっていただきたいなということをお願いしておきたい

なと思います。それで結構です。 

○飯髙委員長 ほかにございませんでしょうか。伴委員。 

○伴委員 ２５３ページの真ん中の外国人英語指導助手の設置ですねんけど、２３年度に

は公民館というのが２０回で入ってますねんけど、これ、公民館でどういう人を対象に

どういうようなことをされたのか、ちょっとお聞かせ願えましょうか。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 公民館の英会話教室に来ていただいたということでございます。 

○飯髙委員長 伴委員。 

○伴委員 公民館の英会話教室は、ふだんは英語の講師の先生がおられるわけです。そこ

に生の外国人といいますか、英語の母国語の英語の人が来てもうてこれ開催やったと。

ほんなら、これ２０回やってくれてはりますわな。ほんなら、本来の講師の方いうのは

なしで、この外国人の方だけで２３年度はやられたわけでっか。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 
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○佃田生涯学習課長 講師の方もいる中で、そこに入っていただいて指導していただいた

ということでございます。 

○飯髙委員長 伴委員。 

○伴委員 ほな、重複でやってくれはったということでんな。ほんならそれで結構でござ

います。 

２５６ページの私立幼稚園に対する支援。これ、私何回かちょっと質問させていただ

いてますねんけど、もう一度確認させてください。これは、町立の幼稚園が満杯といい

ますか、そこでは定員的にカバーできないから出しておられるというような考え方でし

たかな。 

○飯髙委員長 清水教育長。 

○清水教育長 決して公立が満杯やからということでなくて、私学に行かれる方のニーズ

というんですか、時間的にも私学のほうが長いことであるとか、その教育内容について

もそれも賛同される方もおられる中で、私学を選ぶ方も多いということでございます。 

  この前ちょっと資料を見たところ、大体今、３歳、４歳、５歳で大体２４０人か２５

０人おるわけでございますねけれども、その割合が私学に行っておられる方が約３割、

町立の保育園に行っておられるのが約３割、残りが大体ですよ、約４割が公立の幼稚園

に来ていただいている状況になっている中で、やっぱり選択肢の中で保育所は別にいた

しましても、その３割、４割の中で選択をしていただいているかなというふうに考えま

す。 

○飯髙委員長 伴委員。 

○伴委員 今の教育長のお話でしたら、それはこの一段上の就園の奨励でカバーできる話

のように思うのですが、ほかに支援する何か、意図といいますか、目的というのがある

ように思いますねんけど。 

○飯髙委員長 小城町長。 

○小城町長 伴委員さん、これは以前から法隆寺幼稚園、１園に私学でやっておられたん

です。公立というのがなかなか、公立で幼稚園をやるということがなかなかできなかっ

たんです。ただ、斑鳩町の場合、昭和４８年に初めて斑鳩幼稚園が誕生したんです。 

その当時は、１００万円というお金がずっときてたわけです。斑鳩町でやったよって

に、できるだけやっぱり１００万円というのはあれやからと、当然、法隆寺幼稚園は怒

られますわな、せっかく一生懸命やってるのに、斑鳩町が幼稚園やったら、うち今競争

になるというのも、そういう原理になってくる、そういう中で今３０万円というのは、
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ひとつはやっぱり法隆寺幼稚園にも、せんど今までずっとお世話になっているという気

持ちで、１００万円から徐々に３０万円に減らしていったと、もう当面は３０万円でず

っときてますけども、そういう気持ちでございますので、よろしくご理解をいただきた

いと思います。 

○飯髙委員長 伴委員。 

○伴委員 わかりますねん。結局、先にやってはったと。そこに世話になってたと。こっ

ちでやりだしたから、ほんなら知らんわというわけにはいかへんのはようわかりまねん

けど、結局ずっとこれからずっとこれからこういう形で支援をしていかなあかんのか、

それか、ある程度のところで考えを見直すか、この辺あたり、また考えていっていただ

けたらと思います。よろしくお願いします。 

  続きまして、２９２ページの図書館の利用状況のうちの中央・東・西のこの公民館の

利用人数が年々落ちてきてるような感じですねんけど、そのあたりの教育委員会の考え

をお聞かせ願えましょうか。 

○飯髙委員長 佃田生涯学習課長。 

○佃田生涯学習課長 公民館図書室の利用状況ですねけども、若干人数が減ってきており

ますけども、これにつきましては、やっぱり図書館のほうが充実しておりますので、や

はりそちらのほうへ行かれるということも考えられますし、そういったところから若干

減ってきているような状況ではないかというふうに考えております。 

○飯髙委員長 伴委員。 

○伴委員 うちら近所の方の中で、西公民館の図書館に行くんやという方、「あー、向こ

うの中央のほうへ行かれまへんねんな」と聞きますと、「向こうへ取り寄せてもらえる

ねん」と「遠いとこへ行くのが非常に不便やよってに、西のほうで頼んだら取り寄せて

くれはりよるのが物すごい便利やねん」と、こういう声もあるわけですわ。だからやっ

ぱり、そういうようなことを広報していただいて、やっぱりなかなか車に乗れない方で

したら中央の図書館に行きづらい、そのあたりの広報をちゃんとしていただきたいなと。

でないとどんどん、どんどん人数減っていくと思いますねん。そのあたり、ちょっとお

願いしたいと思います。 

  続きまして、３０３ページの、この野外活動センターの災害復旧ですねんけど、これ

確か、町の土地であればよくわかりますけど、確かこれ国の土地が絡んでたと思います

ねん。というかこれ一般会計で全部支出されてると。ふつう一般的に、ふつうの賃貸借

であれば自然につぶれたり、何かした場合であれば、その地主のほうが持つというのが
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一般的な法律の賃貸借やと思いますねんけど、ここではもう全額これ町のほうで見ては

る、このあたり何でこうなったんでしょうか。 

○飯髙委員長 池田副町長。 

○池田副町長 これにつきましては、ここも林野庁から借りております。有償で借りてお

りますけども、そのとき進入路も町で工事やったわけですわ。初めはもっと進入路も狭

かったんですね。あれを下へ入っていくために拡幅しました。その拡幅の工事は町でや

っておりますので、拡幅工事を。そこの崩壊部分ですので、当然、それについては町の

ほうで復旧すると。それを復旧しないと、また奥へ入って行けませんので。そういうこ

とでやっております。進入路の部分の崩壊ですので。現場を見ていただいたと思います

けども。ですから町でやっておるということです。 

○飯髙委員長 伴委員。 

○伴委員 確かに、町のほうでいらった部分が壊れたということであれば、わからんでも

ないんですが、全部いらったからそうなったのかというような、ちょっとこの辺何とも

言えんような感じもするんです。私も現地、何回か見せていただきましたけど。だから、

これが全部町が持たなあかんのかなというような思いを、私自身はちょっと持つんです

が。もう、答弁は結構でございます。 

○飯髙委員長 ほかにございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○飯髙委員長 ないようですので、第９款教育費、及び第１０款災害復旧費についての質

疑を終結といたします。 

  これをもって、教育委員会所管に係る決算審査を終わります。 

  以上をもちまして、当委員会に付託されました一般会計及び各特別会計の決算の審査

を終わります。 

  審査結果についての取りまとめのため、暫時休憩をいたします。 

（午前１１時１１分 休憩） 

（午前１１時１２分 再開） 

○飯髙委員長 再開いたします。 

  次に、認定第４号 平成２３年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定についてお諮り

いたします。本案については、当委員会として、認定すべきものと決することにご異議

ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○飯髙委員長 異議なしと認めます。よって、認定第４号 平成２３年度斑鳩町一般会計

歳入歳出決算の認定については、当委員会として認定すべきものと決しました。 

  次に、認定第５号 平成２３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてお諮りいたします。本案については、当委員会として、認定すべきものと決

することにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○飯髙委員長 異議なしと認めます。よって、認定第５号 平成２３年度斑鳩町国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算の認定については、当委員会として認定すべきものと決

しました。 

  続きまして次に、認定第６号 平成２３年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出

決算の認定についてお諮りいたします。本案については、当委員会として、認定すべき

ものと決することにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○飯髙委員長 異議なしと認めます。よって、認定第６号 平成２３年度斑鳩町大字龍田

財産区特別会計歳入歳出決算の認定については、当委員会として認定すべきものと決し

ました。 

  続きまして次に、認定第７号 平成２３年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてお諮りいたします。本案については、当委員会として、認定すべき

ものと決することにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○飯髙委員長 異議なしと認めます。よって、認定第７号 平成２３年度斑鳩町公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、当委員会として原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

  さらに続きまして、次に、認定第８号 平成２３年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてお諮りいたします。本案については、当委員会として、認定

すべきものと決することにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○飯髙委員長 異議なしと認めます。よって、認定第８号 平成２３年度斑鳩町介護保険

事業特別会計歳入歳出決算の認定については、当委員会として認定すべきものと決しま

した。 

  続きまして次に、認定第９号 平成２３年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
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決算の認定についてお諮りいたします。本案については、当委員会として、認定すべき

ものと決することにご異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○飯髙委員長 異議なしと認めます。よって、認定第９号 平成２３年度斑鳩町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、当委員会として認定すべきものと決し

ました。 

  以上をもちまして、本会議から付託を受けました決算認定に係る議案の審査は全て終

了いたしました。 

  なお、当委員会の審査結果報告については、正副委員長にご一任いただきたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○飯髙委員長 ありがとうございます。それではそのように取り計らってまいります。 

  それでは、閉会に当たり町長の挨拶をお受けいたします。小城町長。 

○小城町長 閉会にあたりまして、皆様９月１２日から３日間、予算決算審査を賜りまし

て、平成２３年度の関係等について、いろんなご意見等をいただきました。 

  一忚、２３年度等につきましていろいろと問題等はあろうと思いますけども、委員皆

様方の温かいご審議によって、こうして全て満場一致認定を賜ったことについて、ほん

とに心からお礼申しあげます。 

  職員も、理事者側も、やっぱり一致団結しながら、そしてまた２５年度に向けてのい

ろんな関係等について精査をしてまいりたいと思います。 

  今、斑鳩町の抱える問題等については、やっぱり福祉を後退しない、あるいはそうい

う子どもさん等についてのやっぱり関係等、あるいは老人に対するいろんな福祉の関係

等について努力をしてまいりたいと思います。 

  本当に、認定の第４号から認定の第９号まで、原案どおりご認定を賜りましたことを

心から感謝を申しあげまして、閉会の言葉とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○飯髙委員長 皆様には、１２日から３日間にわたり、熱心に審議を賜り、どうもありが

とうございました。 

  これをもって、一般会計及び各特別会計の決算審査を終了といたします。 

  なお、２１日、金曜日は、午前９時より、予算決算常任委員会を開催し、残りの付託

議案の審査を行いますので、定刻までにご参集をお願いをいたします。 
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  これをもって、予算決算常任委員会を閉会といたします。 

  大変ご苦労さまでございました。 

  （午前１１時１８分 閉会） 

 


